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第１図は、2015 年３月１日に無人航空機（UAV）により撮影した西之島の正射画像に、2013 年 12

月からの海岸線の変遷を重ね合わせた資料である。2015 年３月１日に撮影した空中写真に基づき、数

値標高モデルを作成した。上の海岸線の変遷の図にある最高標高点を通る白い横の一点鎖線における

断面図が下の図である。火砕丘が円錐形に大きく成長し、最高標高は約 137m となっている。 

第２図は 2014 年 12 月から 2015 年３月までの約３か月間の高さの変化である。火砕丘の成長及び東

方向への溶岩流出が確認できる。 

第３図の表に、最も高い標高と新たに噴出した溶岩等の海面上の体積の変化を示した。一番下が最

新の 2015 年３月１日の数値である。面積は約 2.55km2。最高標高は約 137m、海面上の体積は 6,446 万

m3である。前回からの体積の変化から海面上への溶岩の流出速度を単純計算すると「１日あたり約 17

万 m3」で、高い速度を保っていると推定された。 

第４図、第５図は、2015 年３月１日に撮影した空中写真の判読結果と地形判読図である。 

第６図はだいち２号の 2014 年 11 月９日から 2015 年３月１日の間の SAR 干渉解析結果である。島の

南側を除いて、干渉不良により有意な結果は得られなかった。これは逆に言うと、干渉している地域

は、この間は噴出物に覆われていないと推測される。 
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第１図 UAV による空中写真の自動撮影 

Fig.1 Aerial photograph of Nishinoshima Volcano was taken automatically by UAV. 
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第２図 平成 26 年 12 月４日から平成 27 年３月１日までの高さの変化 

Fig.2 Variation in height from December 4, 2014 to March 1, 2015. 
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第３図 空中写真に基づく西之島の地形変化に関する計測結果 

Fig.3 Mesurement results of topographic change using aerial photographs of Nishinoshima 
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第４図 空中写真の判読結果（2015 年３月１日撮影） 

Fig.4 Results of interpretation of aerial photographs (taken on March 1, 2015). 
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第５図 地形判読図（2015 年３月１日撮影） 

Fig.5 Terrain interpretation (taken on March 1, 2015). 
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第６図  「だいち２号」PALSAR-2 による西之島の解析結果  

Fig.6 Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano. 

 


